
第３期宮前区区民会議 第９回地参知笑
ちさんちしょう

部会 

～ 地域の魅力を知り、地域社会への参加につなげ、笑顔あふれるまちに ～ 

 

 

                   日時：平成 23 年 9 月 28 日(水)18：00～20：00 

                   場所：宮前区役所 地域振興課奥会議室 

 

 

次 第 

 

 

１ 前回の振り返り 

 

２ 区の情報戦略について 

 

３ コミュニティへの参加を促す冊子について 

 

４ その他 

 

 

 

 

【配布資料】 

 資料１ 今後のスケジュール 

 資料２ 宮前区情報戦略イメージ 

 資料３ コミュニティへの参加を促す冊子について 
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・ガイドブック活用（ゲーム・イベント、PR）
・ガイドブック制作状況報告・確認
⇒提案素案のまとめ

・区長への提案素案確認
・フォーラムイメージ

・提案のまとめ
・フォーラム確認

・冊子制作・人材育成の方法等の確認
・区の情報戦略イメージの確認
⇒提案素案のまとめ

・提案のまとめ
・フォーラム確認

11/28(月)

10/21(金)
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コミィニティへの参加を促す冊子について 

 

１ 目的 

 宮前区になじみの薄い区民（特に新住民や川崎都民など）をターゲットに、宮前区の

魅力（モノ・場所・活動・人）やまちの楽しみ方を紹介することにより、宮前区に愛着

を持ち、地域への参加を促すことを目的に制作します。 

 

２ ターゲット 

 転入者や川崎都民（東京に勤務・通学する人）など、地域の情報が届きにくい層 

 

３ イメージ 

 宮前区での「参加」、「体験」、「遊び」を切り口としたパンフレット 

  ⇒Ａ４版・オールカラー・20 ページ、24 年度中に発行（1 万部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この提案をベースに、実際に制作するグループのアイデアを 

取り入れながら作り上げていく 

 

４ 制作方法・人材育成 

 ・24 年度に、区役所と市民館が連携した「（仮称）地域情報発信講座」を開講 

 ・講座の受講生が、取材や編集のノウハウを学びながら、実際に情報収集や取材を行

い、記事の作成と編集作業を行う。 

⇒冊子制作とそれを通じた人材育成 

①世代別リポート 

  読者と同じような立場のさまざまな世代の人が、地域にどう関わっていった

かを取材。詳しく知りたい人向けの関連情報も掲載。 

②体験できるベージ 

  いちご狩り、お祭などを体験して、地域になじむことができ、つながりをも

つきっかけとなったものを取材。詳しく知りたい人向けの関連情報も掲載。

③ゲーム・遊び感覚 

  スタンプラリーや謎解きゲームにより、実際に区内を回ってもらう。 

④冊子の紹介 

  区役所等で発行している地域情報は、発行部数や設置場所の制約等により、

区民に届いていないケースが多い。こうした地域情報冊子を紹介。 

⑤宮前区のプロフィール・概要 

区民会議からの提案 
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（仮称）地域情報発信講座について（案） 

 

１ 目的 

(1)地域情報の発掘・取材・記事化するスキルの習得 

宮前区の魅力やまちの楽しみ方、地域参加につながる情報をさまざまなチャンネ

ルから発掘・取材し、宮前区になじみの薄い人にも正確かつ魅力的に伝わる誌面

を作成する手法を学ぶ 

(2)多チャンネルでの情報発信スキルの習得 

 ・冊子に加え、ソーシャルメディア（ＳＮＳ、ブログ、twitter、youtube、ustream

など）を活用した情報発信の方法を学ぶ 

 ・さまざまな媒体を活用した効果的な情報発信・情報共有の戦略を学ぶ 

 

２ 講座の内容、プログラム 

(1)「コミュニティへの参加を促す冊子」の制作  

 地域情報の収集、取材、記事作成、編集、デザインを実践で学ぶ 

 (2)情報ネットワークの活用 

   各種メディア活用の基本的なスキルを学び、講座の過程や日常での地域の小ネタ

を実際に紹介 

 (3)メディアミックスによる効果的な情報発信の方法 

   （２）を踏まえ、どのメディアをどう工夫して使えば、発信したい情報が住民に

伝わっていくか、ワークショップ的にアイデアを出し合う 

 

３ 講師の選定 

 ●冊子編集系の講座 

  ⇒地域情報誌の編集経験者が理想。シティセールスからの紹介など 

 ●ソーシャルメディア、メディアミックス系の講座 

  ⇒区民会議の岡田委員（ぽーたろう、まいぷれの運営会社社員）からの紹介など 

 

４ 受講生の確保 

・公募 

・柔軟な感性や機動性が不可欠であるため、宮前区周辺大学（例えば、多摩３大学、

たまプラの国学院）への働きかけ 

 

５ スケジュール 

 ・24 年３月    公募（公募の周知を目的に、４月前半に講演会の開催も検討） 

 ・24 年４月下旬～ 講座スタート  

 ・25 年３月    冊子発行 

計 10 回程度。他に取材や任意の打ち合わせを

行う。講座のスケジュールは別途作成。 


